
 Jitari と Moksakaragupta

 白 崎 顕 成

 後 期仏 教 資 料 の内 で 仏 教4学 派 の教 義 を扱 つ た もの に, Aryadeva作 と伝 え ら

れ て い るJnanasarasamuccaya(山 口益, 中観 仏教 論孜, pp.265-341), そ れ に対 す る

Bodhibhadraの 註釈(Jnanasarasamuccayanibandhana, 東北3852, 北京5252), Jitariの

Sugatamatavibhahgakarika(東 北3899=4547, 北京5296=5461=5867), そ れ に 対 す

る 自註(Sugatamatavibhahgabhasya, 東北3900, 北京5868), MoksakaraguptaのTa-

rkabhasaの 最後 の部 分 等 が あ るが, こ の 内, 今 こ こで は, Moksakaraguptaの

Tarkabhasaは, Jitariに 基 づい てい る と云 う事 を 指 摘 した い。 そ の た め に, 以

下, それ ぞれ の著 作 の時 代, 作 品 につ い て述 べ る。

 と ころ で, この3著 作 の時 代 で あ るが, Aryadeva作 と伝 え られ て い るJnana-

sarasamuccaya(以 下Jss.と 略)が 一 番 古 く, 次 にJitariがJSS.(山 口本)の21-

28偶 を取 り出 し, Sugatamatavibhahgakarika(以 下, SVK.と 略)と 云 う タイ トル

を つ け, それ に 自註 をつ けた と思 わ れ る。 そ してTibetの 伝 承(The Blue Amals.

Part I. pp. 243～244)に 従 うな ら ば, Jitariと 相 前 後 す る頃 に, Bodhibhadraに よ

つ てJSS.の 註 釈 が書 か れ, 次 い でMoksakaraguptaがJitariのSBK.の 註 釈

を もと に, Tarkabhasaで4学 派 の教 義 を ま と め た と考 え られ る。

 次 にJitariとMoksakaragutaの 年 代 で あ る が, JitariはRatnakirtiのPra-

mapantarbhavaprakarapaに 引 用 され て い るか ら, 少 な くと もRatnaklrtiよ り

以 前 の人 か, 或 は 同時 代 人 で あ る と考 え られ る。 この点 に 関 し て 云 う な ら ば, 

JitariはMoksakaraguptaよ り以 前 の人 と考 え られ るか ら, 三 者 の時 代 は, Jitari

とBodhibhadraは ほぼ 同時 代 人, それ に続 く時 代 に, Moksakaraguptaが 続 くと

考 え られ る の で あ る。

 次 に, 個 々の著 作 に関 してで あ るが, JSS.21～28偶 とSVK.は 全 く同一 の もの

で あ り, Tarkabhasaで は, JSS.21～28偶 の半 数 近 くが 引用 され てい る。

 所 で, Tarkabhasaが, SVK.の 註釈 に基 づ い て い る こ とを 指摘 す る た め に, 以

下 に おい て一 致 す る点 を あげ る。

 尚TarkabhasaはH. R. Rangaswami lyengar, ed., Tarkabhasa and Vadas。

thana, Mysore, 1952(M本)の 頁 数 を, SVK.の 註 釈(SVBh.)の 頁数 は北 京 版 の
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そ れ を 示 す。

 <Sautrantikaの 教 義 に 関 し て>

 (1) TBh, p.64. ll.3-8. SVBh.321a8-321b3.

 (2) TBh. p.65. ll.14-18. SVBh.321b5-321b7.

 <Yogacaraの 教 義 に 関 し て>1)

(3) TBh. P.64.ll.11-14.(経) SVBh.323a2-323a3.

(4) TBh.p.66.ll.1-4.(輝) SVBh.323a4-323a5.

 (5) TBh. P.66. ll.5-6.(経) SVBh.323b2.2)

(6) TBh. p.66. ll.6-8.(経) SVBh.323b2-323b3.

(7) TBh. p.66. ll.10-13.(経) SVBh.323b3-323b5.

(8) TBh. p.66. ll.15-16.(経) SVBh.323b5-323b6.3)

(9) TBh. p. 67. 11. 2-12. SVBh. 323b8-324a4. 

10 TBh. p. 67. 11. 13-18. SVBh. 324a4-324a5.4) 

11 TBh. p. 67. 1. 18-p. 68. 1. 6. SVBh. 324as-324a6.

12 TBh. p. 68. 1. 6. SVBh. 324b1. 

13 TBh. p. 68. 11. 8-11. SVBh. 324b3-324b4. 

14 TBh. p. 68. 1. 14-p. 69. 1. 2.. SVBh. 324b7-325a2.

15 TBh. p. 69. 11. 5-19. SVBh. 330a8-330b5.

〈Madhyamikaの 教 義 に関 して〉

(16) TBh. p.70, l. 14-p.71. l.8.SVBh.331a2-331b1.

以 上 は両 者 が 対 応 す る部 分 で あ る が, これ に よ つ て, Moksakaraguptaは 仏 教

の4学 派 を 論 述 す るに際 して, 如何 にJitariに 負 う所 大 で あ つ た か を指 摘 出来 た

と思 う。

しか し, 両 者 の相 違 点 も, 即 ち両 者 の立 揚 の相 違 も この資 料 に よつ て 明 確 にす

る こ とが 出来 る。

Jitariは, Vasubandhu, Sthiramati, Santiraksita, Ratnakarasanti等 の無 相 唯 識

派-中 観 喩伽 総 合 学 派 に属 す る人 と考 え られ る。 と云 うの は, Jitariは, SVK.の

1)こ の分類 は, SVK.の 註釈 に従つた。TBh.(経)の 意味 は, TBh.で はSautrantika

の教義 としてあつかわれてい ることを意味す る。

2)文 章その ものが対応 するわけではないが, 内容が対応 す る。

3)Hetubindutika of Bhatta Arcata; GOS CXIII, p.106.ll.25-26.

4)TBh.で は散文 で書 かれているが, 内容 は対応す る。TS.1989.1990偶。
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註 釈 に お い て, 有 相 唯 識 派 を 批 判 して い る が, 無 相 唯 識 派 を批 判 して い な い。 そ

れ は両 者 の立 場 が 究 極 的 に は非 常 に近 か つ た ごと が, そ の原 因 で あ る と考 え られ

る。

 一 方, Moksakaraguptaは, Dignaga, Dharmakirti, Prajhakaragupta, Jnana-

sri mitra, Ratnakirti等 の 有相 唯 識 派 ～経 量 喩 伽 総 合 学 派 に属 す る と思 わ れ る。

 それ は, 以 下 の2点 に よつ て 明確 に 出来 る。

 第 一 に, Moksakaraguptaは, Tarkabhasaで は, Prajnakaraguptaを2回 引 用

す る こ とに よつ て, Jitariと の 立 場 の 相 違 を 明確 に して い る。

 第 二 に, JitariのSVK.の 註 釈 で はYogacaraの 教 義 で述 べ られ てい た もの(3)

～(8)が, Moksakaraguptaで はSautrantikaの 教 義 の 問題 と して扱 われ, 4学 派 の

教 義 の 内 で は, Sautrantikaの 教 義 の部 分 が 一 番 長 くなつ て い る。 さ ら に, Jitari

はSantiraksitaのTS.5)1989.1990偶 を 引用 してい る の に 対 し て, Moksakra-

guptaは, それ を散 文 に 改 め て い る点 な どが それ で あ る。

 と こ ろで, Moksakaraguptaは, 仏 教4学 派 の 問題 だ け で は な く, 論 理 学 の 問

題 に関 して も, Jitariに もと つい てい る と云 う事 実 を, 今 は例 を一 つ あ げ な が ら

説 明 した い。

 Moksakaraguptaは, Tarkabhasaの 推 理 論 の 内 で, 否 定 的 推 理 の 分 類 に 関 し

て, 16種 類 を挙 げ て い る。 こ の 分 類 は, Dharmakirti以 来3種[Hetubindu], 4

種[Pramapavartika], 11種[Nyayabindu]等 さ ま ざ ま に分 類 され て来 た わ け で

あ るが, JitariはBalavataratarka(東 北4263.北 京5760)で16種 類 に分 類 し て い

る。 と ころ で この16種 類 の分 類 は, Dharmottarapradipaに おい て も見 られ る所

の もの で あ る。

 そ こで, この2者 を比較 して み る な ら ば, JitariとMoksakaraguptaは16種、

類 の分 類 の 順 序 ・記 述 内容 は完 全 に一 致 す る。 今 両 者 の 対 応 部 分 の 頁数 を挙 げ る

な ら ば以 下 の 如 くで あ る。

 Balavataratarka(北 京版,)353b5～355a1. Tarkabhasa, P.31. l.10～p.33.1.16.

 従 つ て, Moksakaraguptaが 否 定 的推 理 の記 述 に際 して, Jitariに も と つ い て

5) Tattvasamgraha with the com. (Panjika) of Kamalasila, GOS. XXXI. 

 sarnyuktam duradesastham nairantaryavyavasthitarh./ 

 ekanvabhimukharh rupam yad anor madhyavarttinah// 1989. 
 anvantarabhimukhyena tad eva yadi kalpyate/ 

 pracayo bhudharadinam evam sati na yujyate// 1900. 
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い る事 は, 明 白 で あ る。

こ の他, 論 理 学 の 記述 に際 して, 両 者 が 対応 す る部 分 は 多 々 あ るが, 紙 数 の都

合 上, 次 の 点 だ け を指 摘 す る だ け に止 め る。

Jiariは, 直 接 知 覚 の 内, 意 知覚 を, Hetutattvopadesaに 於 て は認 め てい ない。

しか しBalavataratarkaに 於 て は認 め てい る。 何 故 に, 同 一著 者 た るJitariが, 

この様 な 態度 を と つ たか は, 今 こ こで は詳 し く述 べ る事 を さ しひ か え る が 両者 の

内, Balavataratarkaは, 伝 統 的 立 場, 即 ちNyayabinduに 基 づ い て著 作 され た

と云 う事 は, そ の 内容 か ら明 白 で あ るか ら, この意 知 覚 を認 め た もの と思 わ れ る。

これ に反 して, Hetutattvopadesaは, Nyayapravesaか らの 引 用 が 多 く見 られ る

と して も, 比 較 的Jitari個 人 の立 場 が 表 明 され て い る様 に思 わ れ る。 従 つ て意 知

覚 を認 め てい ない と考 え るの で あ るが, Tarkabhasaに お い て も, 意 知 覚 は 積 極

的 に は記 述 され てい ない6)。 この あ た りに, 両 者 の関 係 を 暗 示 させ る もの が あ る

様 に思 われ る が, 両 者 につ い て の 個 々 の 問題 は, 機 会 を あ らた め て述 べ た い。

6)こ の点 に関 しては, すで に梶 山雄 一博 士の指摘 があ る。「論理 のことば」梶 山雄 一

訳注, 中公文庫, 訳注, p.145.の 注33が それである。
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